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排
水
樋
管
業
務
委
託

操
作
説
明
会
を
開
催

情
報
の
取
得
・
伝
達
は
重
要

四
月
十
八
日
（
水
）
に
国
土
交
通
省
下
館
河
川

務
所
に
お
い
て
水
利
調
整
連
絡
会
（
主
催
：
下
館

河
川
事
務
所
、
鬼
怒
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
絡
会
は
午
前
に
鬼
怒
川
、
午
後
に
小
貝
川
の

各
利
水
者
（
農
業
用
水
、
水
道
用
水
、
工
業
用
水
の

水
利
権
の
許
可
受
け
者
）
と
栃
木
県
、
茨
城
県
の

係
機
関
を
招
き
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
及

び
水
利
使
用
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
相
互
で
連

絡
を
密
に
し
水
利
使
用
の
調
整
を
行
う
た
め
、
本

格
的
な
か
ん
が
い
期
を
控
え
る
こ
の
時
期
に
実

し
て
い
ま
す
。

河
川
管
理
者
か
ら
河
川
の
流
況
や
ダ
ム
の
貯

状
況
等
の
説
明
が
な
さ
れ
、
各
土
地
改
良
区
か
ら

は
代
掻
き
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
報
告
さ
れ
ま

た
。
今
年
度
は
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
ぼ
例
年
並
み
と

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で
は
、
河
川
の
利
用
者

が
多
く
な
る
四
・
五
月
の
連
休
前
と
夏
休
み
前
に

職
員
自
ら
が
河
岸
な
ど
の
水
辺
周
り
や
階
段
、
堤

防
や
護
岸
等
多
く
の
方
が
利
用
さ
れ
る
箇
所
に
つ

い
て
、
安
全
利
用
点
検
を
実
施
し
、
訪
れ
る
方
が
河

川
を
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
四
月
二
十
日
ま
で
に
各
出
張
所
で
点

検
を
行
い
、
特
に
黒
子
出
張
所
で
は
河
川
愛
護
モ

ニ
タ
ー
の
方
の
同
行
で
「
利
用
者
の
目
線
」
か
ら
点

検
を
実
施
し
、
具
体
的
に
河
川
の
安
全
利
用
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
点
検
し
た
結
果
、
危
険
な
箇
所
と
判
断
さ

れ
た
箇
所
に
は
、
注
意
喚
起
看
板
等
の
対
策
を
実

施
し
ま
し
た
。

対
策
箇
所
に
つ
い
て
は
、
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
河
川
を
利
用
さ
れ

る
方
は
、
御
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

排
水
樋
官
の
操
作
説
明
会
を
業
務
委
託
先
で
あ

る
鬼
怒
川
・
小
貝
川
の
沿
川
十
五
市
町
に
対
し
て

四
月
十
九
日(

木
）
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
説
明
会
は
、
下
館
河
川
事
務
所
が
委
託
契

約
す
る
「
排
水
樋
管
の
操
作
及
び
点
検
」
に
つ
い
て

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
特
に
出
水
時
に
お
い
て
の

樋
管
操
作
と
連
絡
体
制
の
確
認
・
徹
底
を
図
り
ま

し
た
。

平
成
二
三
年
度
に
は
、
下
館
河
川
事
務
所
管
内

に
お
い
て
八
回
の
出
水
が
あ
り
、
ま
た
、
近
年
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
局
所
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
増

水
で
、
大
き
な
被
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お

り
、
地
域
の
安
全
、
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
防
災

対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
情
報
の
取
得
・
伝
達
は
重
要
で
あ
り
、
今

年
度
も
万
全
の
体
制
で
出
水
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

鬼
怒
川
の
自
然
再
生

～
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
咲
く

礫
河
原
を
目
指
し
て
～

鬼
怒
川
・
小
貝
川
の

安
全
利
用
点
検
の
実
施

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

災
害
復
旧
工
事
概
ね
完
了

鬼
怒
川
の
特
徴
で
あ
る
礫
河
原
に
は
、
礫
河
原

固
有
の
貴
重
な
生
物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
外
来
植
物
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
の

繁
茂
な
ど
に
よ
り
、
鬼
怒
川
中
流
部
の
礫
河
原
環

境
は
、
急
速
に
減
少
し
て
お
り
、
河
原
固
有
植
物

の
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
」
も
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て

い
ま
す
。

四
月
十
五
日
（
日
）
に
氏
家
大
橋
上
流
の
氏
家

病
院
付
近
（
東
京
大
学
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
実
験
地
）

で
、
う
じ
い
え
自
然
に
親
し
む
会
主
催
の
「
シ
ナ

ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
と
カ
ワ
ラ
ノ
ギ

ク
の
種
ま
き
作
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

白
楊
高
校
生
徒
、
東
京
大
学
保
全
生
態
学
研
究
室
、

さ
く
ら
市
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
二
十
団
、
Ｍ
Ｐ
Ｇ
、

一
般
市
民
、
下
館
河
川
事
務
所
職
員
な
ど
約
五
十

名
の
参
加
が
あ
り
、
取
り
組
み
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

次
回
は
五
月
十
三
日
（
日
）
に
「
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ

メ
ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
作
業
」
を
行
い
ま
す
。
秋
の

開
花
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
は
自
由
参
加
で
す
の
で
、
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

カワラノギク 花期は10～11月頃

昨
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
で
は
未

曾
有
の
被
害
が
あ
り
、
当
事
務
所
が
管
理
す
る
鬼

怒
川
・
小
貝
川
に
お
い
て
も
堤
防
法
崩
れ
、
ク

ラ
ッ
ク
、
低
水
護
岸
沈
下
、
堤
防
沈
下
、
隆
起
な
ど

一
三
六
箇
所
も
の
堤
防
等
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
本
復
旧
工
事
は
現
在
鋭
意
進
め
て
お
り
、
五
月

末
ま
で
に
す
べ
て
完
了
す
る
予
定
で
す
。

みんなで丁寧に種まき

川のこと、自然のこと、河川事業に関することなど、下館河川事務所の電話又は

ホームページのお問い合わせにお寄せ下さい。 電話０２９６－２５－２１６１（代表)
ＨＰ：https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/toiawase/input.htm
鬼怒川・小貝川沿川地域づくりを積極的に支援します

下妻市鯨地先 堤防崩壊常総市上蛇地先 堤防法崩れ

本復旧完了

鬼
怒
川
で
ク
ジ
ラ
の
化
石
発
見

※
全
長
８
ｍ
の
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
※

頭部側
鬼
怒
川
（
宇
都
宮
市
）
の
河
床
で
約
一

千
万
年
前
の
ク
ジ
ラ
の
化
石
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

県
立
博
物
館
の
柏
村
特
別
研
究
員
に

よ
る
と
、
県
内
で
は
約
三
十
年
前
に
大

金
ク
ジ
ラ
が
発
見
（
約
一
千
二
百
万
年

前
）
さ
れ
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
全
身
骨

格
（
耳
・
手
他
全
て
）
が
生
き
て
い
た
状

態
と
同
じ
よ
う
な
形
で
見
つ
か
る
こ
と

は
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
と
の
こ
と
で

す
。平

成
十
四
年
に
は
、
左
岸
側
板
戸
付

近
で
も
イ
ル
カ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

海
中
を
想
像
し

な
が
ら
太
古
の
時

代
に
思
い
を
巡
ら

せ
て
み
る
の
も
楽

し
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
鬼
怒
川
で
新

し
い
発
見
が
出
来

る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

白色は石膏で保護

会議の状況

の
確
認
が
さ
れ

ま
し
た
。

今
後
も
よ
り

一
層
流
水
の
安

定
確
保
を
行
っ

て
い
く
た
め
に

も
、
き
め
細
か
い

情
報
交
換
を

行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

排水樋管全景

会議の状況

河川愛護モニターとの点検状況

堤防崩壊

法崩れ

水
利
調
整
連
絡
会
を
開
催

～
円
滑
な
水
利
用
の
た
め
に
～事

館
が

のの
関

及連本
施水

らしと鬼怒川 小貝川沿川地域づくりを積極的に支援します。

地域の皆様の相談の窓口となります。お気軽に声をおかけ下さい！
見 ～


